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はしがき

我が国の草地造成や大規模緑化には､これまでは外来牧草がよく利用されてきた｡ しか

し､移入 した牧草が繁茂して本来その地域に自生する植物が消えたり､地域固有の遺伝的

特性が失われたりする弊害が目立つことから､緑化工学会や保全生態研究会などでは､緑

化工事で､地域外から持ち込む植物の利用を抑えるよう求める提言を公表 している｡首相

官邸HPの ｢21世紀 『環の国』づくり会議｣によれば､ 『人と自然の関係を修復できる ｢自

然再生型公共事業｣が必要である｡具体的には､生物多様性 と健全な生態系を取り戻すた

めの事業､持続可能な社会を念頭に置いた事業､失いかけている風土と文化を取 り戻すた

めの事業が必要である｡循環とい う観点では､材料を流域内から調達する』ことが必要で

あると言 う｡また､草地学会でも､学会誌で ｢野草と野草地の再評価｣に関する特集が組

まれるなど､現在では野草の価値を見直す気運が生まれつつある｡最近では､口蹄疫や狂

牛病など､地域外からの飼料供給に由来する問題が表面化 したことから､安全な自給飼料

に対する注目が集まっている｡野草資源を有効に利用することで､農薬や化学肥料の使用

量を大幅に低減 した家畜生産を行 うことが可能である｡草地畜産の現場でも外来牧草だけ

に依存していた時代から､地域固有の植物を利用する時代に移 り変わりつつある｡

しかしながら､地域固有の植物である有用野草を用いた草地を造成することには､現状

では以下のような技術的な問題点があり､実用化されていないのが現状である｡

1,種子の採種効率が低いこと､2,種子の稔実率や発芽率が低いこと､3,実生の生

育速度が遅く､不斉-であること､4,肥料反応性が低いこと､5,播種が困難なこと｡

特に1の ｢種子の採種効率が低いこと｣すなわち採種性の低 さは致命的であるとされて

きた｡ 日本の野草の多くは､極めて小さな種子に冠毛をもつ風散布種子であり､かつ脱粒

性が高いため､作物用の採種機の利用が事実上不可能であった｡そのため､ススキやチガ

ヤなどの有用野草の種子を採種する場合には､ ｢穂刈 り｣や ｢手摘み｣による人力作業が

不可欠であり､多大な労力とコス トの割 りには草地造成や緑化に必要な種子量を採種する

ことが困難であるOこのことが野草による草地造成や緑化を困難にしている第-の原因で

ある｡

そこで､本研究では､まず ｢野草種子採種機｣を開発 し､野草の採種性を向上させること

を第-の目的としている｡申請者 らは､宮崎大学で検討 されてきた ｢茶摘機｣ に関する知

見を応用することで､野草種子を採種可能な採種機の試作機を平成 15年度に開発 し､チガ

ヤやススキの種子の採種を行った｡その結果､ ｢穂刈 り｣や ｢手摘み｣による人力作業と

比較して約 30倍の効率で採種が可能となったが､採種の作業性に関しては改良が必要であ
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ると判断された｡そのため､この採種機の採種効率と作業性を向上させることによって実

用化が可能であると思われる｡次に､2,3,4に示した有用野草の種子繁殖特性に関する問題

点については､生物学的な検討を行 う｡すなわち､野草の遺伝的系統によって種子の稔実

程度や発芽率､成長速度などが大きく異なることが明らかになってきたので､早期緑化に

有効な野草系統の探索を行 うことで対応が可能であると思われる｡ これを第二の目的とす

る｡さらに､問題点の 5で挙げたように､冠毛をもつ風散布種子の播種は困難であるので､

野草種子の播種法を開発 し､その性能と造成効果を評価することを第三の目的とする｡平

成 15年度にはススキやチガヤなどの野草種子を用いた吹き付け造成により､実規模での様々

な草地造成実験を行った｡これ らの試みが成功すれば､有用野草の種子増殖による草地造

成技術開発が可能となり､日本の風土に根ざした草地畜産技術向上に大きく貢献すること

になる｡
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研究成果

全体の概要

椀島らによって考案された摘採機を用いれば､手で穂をしごいて種子を採種する従来の

方法と同様の晶質でありながら効率的に採種が可能であると期待される｡この技術を応用

して試作された ｢採種機｣は､初期型では手摘みと大差ない効率であったが､改良型では

高品質な野草種子を手摘みの約10-30倍の効率で収穫することが可能であった｡このこと

は野草の採種コス トを大幅に低減可能となる重要な成果である｡ しかしながら､吸引口を

野草の穂や花茎まで持ち上げる必要があるなど､作業性に難があることが判明したため､

実用化に当たってはその点についての改良が必要であると考えられた｡また､様々な野草

種子について採種を行った結果､改良した種子採取機によって､タチスズメノヒエ､スス

キなどの種子採取を効率よく行えることが明らかとなった｡重力散布種子だけでなく､ス

スキやチガヤなどの毛を有する風散布種子でも採種効率が高いことや､採種された種子の

発芽率は手摘みと遜色ないことも明らかとなったことは重要である｡

さらに､有用野草のチガヤでは､系統によっては､種子休眠がほとんど無く､種子が大

きいものがあり､種子による草地造成に有望であることが判明した｡この系統は従来知ら

れていた系統とは形態的にも､アイソザイム遺伝子の組成も異なる系統であり､鹿児島か

ら北海道までの粘土質土壌に分布することが明らかとなった｡そこで､この系統を利用し

た草地造成試験を開始 した｡すなわち､東九州自動車道の高速道路法面の高層基盤吹き付

け工法に､試作された ｢採種機｣ により採取された宮崎産のチガヤ2系統の種子を用いた

結果､現地で発生した表土を利用した場合にはチガヤなどの在来野草の定着が良いことが

明らかとなった｡

また､放牧地に優占するミノボロスゲの種子繁殖特性について検討 した結果､この種子

は放牧地で大量に生産され､家畜の糞によって効率よく散布されること､埋土種子集団を

形成することが明らかとなり､緑化用植物として有望であることが示された､
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